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　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　皆さまには、健やかに新春をお迎えのことと心からお慶び申し上げます。
　また、平素は、私ども協会に対し格別のご愛顧とご理解を賜り、厚く御礼申し上げます。

　2023年の干支「癸
みずのとう

卯」の「癸」は、物事の終わりと次の新たな生命が成長し始めている
ことを意味しています。また、「卯」は、その語源から草木が茂り覆うような状態を意味
しており、これらのことから成長や飛躍のために力をため準備し努力してきたことが実を
結び、勢いよく飛躍するような年になるといわれています。本年が皆さまにとって明るく
晴れやかな一年になることを期待しております。

　さて、昨年を振り返りますと、緊迫した世界情勢の影響による経済環境の大きな変化を
受け、日本経済は資源高と円安を背景とした原材料コストの増加が続き、私たちの社会活
動は多大な影響を受けております。また、新型コロナウイルスの感染拡大が続きましたが、
新しい生活様式が定着し、行動制限の緩和により景気は持ち直しつつあるものの、第８波
の影響によっては、今後も油断はできない状況です。
　東北、新潟に目を転じますと３月の福島県沖地震、また８月の集中豪雨により各地で大
きな被害が発生しており、被災されたお客さまには心よりお見舞い申し上げます。
　私ども協会では、お客さまに安全と安心をお届けするため、日頃から電気設備の点検・
試験・助言等により電気保安の確保と予防保全を進め、万一、事故やトラブルが発生した
時には、電気事故受付センターと事業所が一体となり、24時間出動できる体制を整えてお
ります。また、大規模災害が発生した場合でも、各地域の事業所を拠点に組織的な対応を
行っております。
　引き続き新型コロナウイルス感染防止に向けた対策を継続するとともに、「ビジョン
2030」の10年後のありたい姿である「電気保安の付加価値を高め、地域社会とともに成長
する東北電気保安協会」の実現に向け、協会職員が一丸となり、中期計画のスローガン「新
たなる挑戦」に取り組んでまいります。これからもお客さまサービスの向上と地域社会へ
の貢献活動に取り組むとともに、積極的に効率的な事業運営を推進する所存ですので、今
年も引き続きご愛顧のほど、よろしくお願い申し上げます。

　年頭にあたり、皆さまのご繁栄とご健勝を心からお祈り申し上げ、新年のご挨拶とさせ
ていただきます。

年頭のご挨拶
一般財団法人東北電気保安協会　理事長　春浪　隆夫
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特徴的なデザインのA-FACTORY外観

青森エリアの活性化を目指して

粒來：ＪＲ東日本青森商業開発さまは、2010年（平成

22年）設立ということですが、設立の目的やそ

の後の経緯について教えていただけますか。

紺野：当社は青森エリアの活性化を目的とし、2010年

５月に設立されました。同年12月の東北新幹線

新青森開業に合わせた地域貢献として、シード

ル工房とマルシェを兼ね備えたA-FACTORY

の開業と運営を行うことが最初の使命でし

た。そして、ＪＲ東日本グループとして、青

森エリアにおけるさらなる地域密着経営を目

指して、2011年４月に「アプリーズ」を運営

する弘前ステーションビル（株）を当社に合

併し、また盛岡ターミナルビル（株）の青森

エリアの商業施設である「ラビナ」「あおも

り旬味館」を当社に移管しました。より地域

の声にきめ細かく対応しつつ、青森エリアを

活性化させていくため、この４館を一体で運

営する青森エリアのマネジメント会社として

新たなスタートをきったというわけです。

粒來：ＪＲ東日本青森商業開発さまのコーポレート

スローガンと、その意味するところを教えて

いただけますか。

今季号のお客さま

青森県青森市　株式会社ＪＲ東日本青森商業開発 さま

　青森市内の「A-FACTORY」「ラビナ」「あおもり旬味館」、弘前市の

「アプリーズ」、これら4つの施設を一体的に運営しているのがJR東日

本青森商業開発さまです。駅を中心とした地域の皆さまに密着した生

活の拠点であり、また青森の名産品など県内外のお客さまに対しての

情報発信力も併せ持った、これらの施設は、地域にとってなくてはなら

ない存在であり、地域の活性化のためにも大きな役割を持っています。

　本日は、株式会社JR東日本青森商業開発 紺野洋紀代表取締役社長に、

弊協会常務理事 粒來 修がお話をうかがいました。

一般財団法人
東北電気保安協会
常務理事

粒來　修

株式会社ＪＲ東日本青森商業開発
代表取締役社長

紺野 洋紀さま
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青森の地域に根ざし、青森を元気にするために
そして青森の未来への架け橋となることを目指して

紺野：「青森の地域に根差し、青森を元気にする、

そして青森のその先の未来の架け橋となる」

が当社の経営理念です。「青森エリアの地産

商品の掘り起こしや観光資源の発掘を通じて

新たな事業機会の創出や地域に根ざした事業

展開を行うとともに、青森エリアの活性化に

向けて貢献する」という想いが込められてい

ます。

地域に愛され30数年以上

粒來：地域への深い想いが原点なのですね。それぞ

れの施設「A-FACTORY」「ラビナ」「あお

もり旬味館」「アプリーズ」の特徴や役割に

ついて教えていただけますか。

紺野：地域の皆さまに密着した生活の拠点、またラ

イフスタイルの提案を行う駅ビルとして、青

森市の「ラビナ」は今年で開業から36年、弘

前市の「アプリーズ」は40年になります。こ

れからも地域に愛される施設づくりを行うと

ともに、駅を中心とした中心市街地の活性化

に寄与し続けたいと考えています。また

「A-FACTORY」と「あおもり旬味館」は観

光集客施設と考えています。青森の名産品を

集め、県内外のお客さまに対して情報発信力

のある施設づくりを目指しています。

粒來：「A-FACTORY」は特徴的な外観で周辺の施

設とも調和し、とても魅力的なのですが、開

設の目的や立地の経緯など教えていただけま

すか。

紺野：青森の特産品など地域資源を掘り起こし、関

連する情報と共に首都圏のマーケットに向け

て送り出す。また、首都圏からは観光客を呼

び込む。ＪＲの交通インフラを使ってヒトと

モノを循環させる。これらＪＲ東日本グルー

プの戦略における青森の拠点として開設しま

した。また、青森市のコンパクトシティ構想

に合わせ、青森県・青森市・青森商工会議所

など地域の皆さまの協力をいただき、青森駅

に隣接し海の見えるウォーターフロントエリ

アに整備しました。八甲田丸、文化観光交流

施設ねぶたの家「ワラッセ」など地域の方々

と連携して、青森駅周辺の賑わいの創出、魅

力向上に取り組むこととしました。

粒來：グッドデザイン賞も受賞されていますが、ど

のような点が評価されたのでしょうか。

紺野：シードルづくりを見せる工房と、地元の食材

を提供するマルシェを一つの施設として整備

したことや、シードルという新たな名産品づ

くりだけではなく、地域や県外からの集客と

波及効果、情報発信力をつくりだすことに

よって、地域の活性化につなげている点を評

価いただきました。

A-FACTORYはグッドデザイン賞を受賞した
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長く愛される醸造所として

粒來：青森県産りんごを使用したシードルやジュー

スなどを製造されていますが、商品開発や製

造でご苦労されている点やお客さまの反応な

どはいかがですか。

紺野：青森の特産品であるりんごを生かして、お酒

やジュースを製造する小規模なクラフトシー

ドルメーカーとしての製造にこだわっていま

す。当初はシードルという比較的知名度が低

いお酒で販売促進に苦労しましたが、私共の

こだわりを理解いただき、確実にファンが増

えていると実感しています。製造を始めて12

年になりますが、これからさらに伝統を積み

上げ、県内外のファンに長く愛される醸造所

を目指したいと思っています。

　　　新商品の開発にも積極的に取り組んでいま

す。2022年には、三内丸山遺跡の縄文地層か

ら採取された酵母菌を使ったシードルや、吉

野町煉瓦倉庫で採取された酵母を使ったシー

ドルも発売しました。また、当社で出品した

AOMORI CIDRE apple brandy が、東京で

開催されたアジア最大級の蒸留酒品評会にて

「金賞」を受賞するなど大きな評価もいただ

きました。

新駅ビル、24年開業に向けて

粒來：「ラビナ」のターゲットとされているお客さ

まについて教えてください。また、店舗構成

などはどのような工夫をされていますか。

紺野：年代にかかわらず地域のすべての皆さまのコ

ミュニティー拠点になるように目指していま

す。また生活利用シーンに幅広く対応し、地

域の皆さまが自然と集まるような店舗構成と

なるよう心掛けています。

粒來：「あおもり旬味館」は、新青森駅での新幹線

の待ち時間などでよく利用させていただいて

います。運営されるにあたって、ご苦労もあ

ると思いますが工夫されている点はなんで

しょうか。

紺野：新幹線の乗降客の流動に合わせて、お買い物

やお食事などのサービスを提供している施設

であることが大きな特徴です。繁忙期でも多

くのお客さまにしっかり対応ができること、

また、新幹線の時間に合わせてスピーディー

なサービス提供ができるようにすることをテ

ナント様と一緒になって心掛けています。

粒來：これらの施設の今後の展望などをお聞かせく

ださい。

A-FACTORYで製造販売するAOMORI CIDRE

AOMORI CIDREの製造工程
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紺野：どんな状況でも、駅を中心とした街全体が元

気になっていくことが大切であると考えてい

ます。現在、ラビナの隣接した青森駅東口駅

舎跡地に新駅ビルを建設中であり、2024年度

に開業する予定です。ＪＲ東日本・青森市・

青森県・青森商工会議所の四者で連携協定を

締結し、地域の方々と一緒になって、青森駅

を中心とした街づくりの検討を進めている点

が特徴となります。当社は１～３階の商業施

設の開発とその後の運営を担います。

地域社会の持続に大切なもの

粒來：御社社員様や入居店舗の従業員様の安全衛生

や、働きやすい環境づくりなどで取り組まれ

ていることを教えてください。

紺野：弊社の社員はほぼ地元採用です。なので青森

エリアに根差し、青森で働くことを選んだ社

員やテナント様の従業員にとって、働きがい

のある、働きやすい職場づくりを心がけてい

ます。現在は社員事務所、従業員休憩室・ト

イレの段階的リニューアルを行い、従業員満

足度の向上に取り組んでいます。

粒來：施設を運営するにあたり、電気の使い方や安

全面などで気になることはありませんか。

紺野：電力の需給ひっ迫や電力等エネルギーコスト

増加など、コロナ禍での施設運営が厳しい中

で、エネルギーの合理的使用や安全の継続性

など保安協会様には大変お世話になりまし

た。地域社会が持続するうえで電気は重要な

ものだとあらためて思いました。

粒來：弊協会は、電気保安の確保を通じて地域のお

役に立つことを使命としており、電気の安全

性を第一に、公共施設空間に電気的な障害な

どが起きないよう、電気設備の保守点検業務

を遂行しています。

紺野：安全がすべてにおいて最優先であるという点

は、鉄道においても電気設備においても同じ

視座であると考えています。保安協会様には、

当社施設の点検を適切に行い、お客さまと従

業員の安全を維持いただいており、大変感謝

しています。今後は、省エネはもちろんです

が、持続可能な社会に対応したエネルギー調

達などについて、青森エリアの施設づくりに

おいても検討が必要であると考えています。

引き続き、よろしくお願いいたします。

粒來：省エネや再エネ設備の導入などにも対応し、

電気事故が起きないようにしっかりサポート

させていただきたいと思います。これからも

地域に根ざした運営をされる御社の考え方に

寄り添い、弊協会の役割を果たしていきたい

と考えています。本日は、常に青森エリアの

活性化に向けて事業展開をされているＪＲ東

日本青森商業開発さまの事業にかける思いを

うかがうことができました。大変ありがとう

ございました。

36年間地域に愛されてきた青森駅ビル「ラビナ」

新青森駅の駅ナカ商業施設「あおもり旬味館」
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樹木接触により停電発生！
酒田事業所 佐藤 将人

高圧設備に樹木が接触したことにより停電した事
例をご紹介します。

〔状況〕
10月上旬の９時40分過ぎ、お客さまから電気事故

受付センターに「構内が停電している」との連絡を
受け出動しました。出動前に電話連絡をして確認し
たところ、「電灯回路及び動力回路がすべて停電し
ている」とのことから、高圧事故も考えられたため
２名で出動しました。

〔調査〕
約１時間後に現場に到着し、受電柱を確認したと

ころ、地絡継電器が地絡動作して高圧気中開閉器が
開放していました。キュービクルに移動し安全措置
のうえ絶縁抵抗測定したところ、値が０メグオーム
で絶縁不良を示していました。キュービクル内の高
圧機器を目視点検しましたが、異常は見当たりませ
んでした。次に、キュービクルから山中を走る構内
の高圧架空電線を目視点検したところ、構内電柱に
つる草が支線から伸びて、高圧ピン碍子及び高圧電
線に絡んでいる箇所を発見しました。「原因はこれ
かも」と思いました。

〔原因〕
電柱の支線から伸びたつる草が高圧ピン碍子及び

高圧電線まで伸びて絡まり、つる草を通して地絡（漏
電）し停電したものと推測されます。

〔復旧〕
お客さまから早急に復旧してほしいとのご要望が

ありましたが、支線及び電柱が山中にあり、その場
所に到着するのが困難で、自前では絡んだつる草を
伐採することができないと判断しました。お客さま
にご了解をいただき、電気工事会社に連絡し伐採を
依頼したところ、快諾を得ることができました。約40
分後に電気工事会社が到着し、バケット車等を使用
してつる草の伐採を行っていただきました。再度、絶
縁抵抗測定を行い異常がないことを確認し、東北電
力ＮＷに連絡のうえ高圧気中開閉器を投入して、到
着から約２時間30分後に復旧しました。

〔お客さまの声〕
「構内が広く架空線が山中を通っているため不良箇

所の発見及び対処が困難であったと思います。電気
工事会社との迅速な対応で早期に復旧していただき
大変助かりました」と感謝の言葉をいただきました。

〔まとめ〕
今回の事例は、地面から伸びたつる草が支線を通

して電柱の高圧回路に接触して地絡したものと推測
される事例でした。事故対応については電気工事会
社との協力、連携により迅速な対応をすることがで
きました。お客さまに定期的につる草の除去をお願
いするとともに、点検時にも樹木等の接触が無いか
注意深く点検したいと思います。

枝が電柱に接触

支柱に絡み電柱まで伸びたつる草
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ヘビによる停電事故発生！
いわき事業所 小林 亮介

日常点検において、目視点検の重要性を再確認し
た事例をご紹介します。

〔状況〕
ゴールデンウィークの最終日のお昼過ぎ、市内の

小学校から電気事故受付センターに「学校が停電し
ている」との連絡があり、当日の出動当番だった私
は、電気事故受付センターからの出動要請を受けま
した。出発前に電話連絡をして確認したところ、教
頭先生から「ブレーカーは落ちていないのに停電し
ているので調べてほしい」とのことから直ちに出発
しました。

〔調査〕
約40分後に小学校に到着し、校内全てが停電して

いるようで、お客さまは電気が使えなくて困ってお
られました。はじめにキュービクルに行き、電圧計
が０ボルトを指示しているのを確認しました。構内
第一柱に移動し確認したところ、地絡継電器が動作
し高圧気中開閉器が開放していました。高圧事故と
判明したことから、すぐに上司に連絡し、応援１名
の手配をお願いしました。

応援者が到着後、短絡接地器具取り付け等の安全
措置を実施し、キュービクル内の絶縁抵抗測定及び
目視点検を実施しました。

〔原因〕
目視点検の結果、高圧コンデンサの接続部にヘビ

（死骸）がぶら下がっているのを確認しました。キュー
ビクル内にヘビが侵入し、高圧コンデンサの充電部
に接触し漏電したことにより、高圧気中開閉器用地
絡継電器が動作し停電したものと推測されます。

〔復旧〕
作業前０メグオームであった絶縁抵抗測定値は、

ヘビを取り除き再度測定を実施した結果、正常な値
になりました。次に、二人でヘビの侵入経路になり
そうな穴を探したところ、キュービクル下部の通気
口が腐食し３箇所に穴が開いていました。応急措置
として外側と内側からコーキング材で塞ぎました。

その後、短絡接地器具を取り外し、東北電力ＮＷ
に連絡のうえ高圧気中開閉器を投入しました。学校
内の点灯を確認し、事故発生から約２時間30分後に
復旧しました。

〔お客さまの声〕
「迅速な対応に感謝します。構内付近でヘビを見

ることがなかったので、ヘビが原因とは思わなかっ
た。侵入できそうな穴も塞いで再発防止していただ
き、ありがとうございました」

〔まとめ〕
今回の事例は、キュービクルへのヘビ侵入による

高圧停電事故でした。通常の点検時は充電している
ため、電気機器や配線等の点検に目がいきがちです
が、キュービクルは経年劣化による腐食で穴が開き、
小動物が侵入し今回のような事故に繫がってしまう
ことを再認識した事例でした。お客さまにおかれま
しても、小さな隙間などを見つけましたらご連絡を
お願いいたします。

高圧コンデンサに接触したヘビ

キュービクル下部の通気口が腐食した穴
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立入検査は、電気工作物の技術基準への適合状況、保安規程の遵守状況及び、主任技術者の保安の監督状況
を確認し、または、必要に応じ改善指示を行うことによって、電気工作物の保安の適正化を図り、事故の未然
防止と公害防止等に寄与することを目的に、電気事業法第107条の規定により実施しています。

また、令和３年度から法107条第14項の規定により、自家用電気工作物（需要設備、発電設備）等の立入検
査を『独立行政法人製品評価技術基盤機構（通称：ＮＩＴＥ）』において実施できることとなっています。

なお、自家用電気工作物の保安の確保には、設置者自らが行う ｢自主保安体制｣ と ｢国の直接関与」に大別
されますが、立入検査は、｢（参考）自家用電気工作物の保安に係る法体系図｣ のとおり、｢国の直接関与｣ と
なります。

Ⅱ　立入検査の実施方法Ⅱ　立入検査の実施方法
１．立入検査対象事業場の選定基準
①電気事故があった事業場
②技術基準適合命令を受けた事業場
③経年劣化の恐れがある事業場
④新技術を導入している事業場
⑤電気事故が発生した場合、社会的影響が大きいと認められる事業場
⑥保安の確保が適切でない恐れのある事業場
⑦電気保安の実態把握が必要な事業場

（参考）自家用電気工作物の保安に係る法体系

２．立入検査の実施内容
立入検査の実施にあたっては、自家用電気工作物設置者の自主保安体制が十分機能しているか、主に電気

保安に関する次の４項目について、関係資料等により確認しています。
また、立入検査の結果、不備事項が認められた場合には、必要に応じて指導及び改善指示を行っています。

①保安規程の遵守状況………保安規程を遵守し、点検・記録・保存等行っているか
②主任技術者の執務状況……保安の監督の職務を誠実に行っているか
③技術基準の適合状況………受電点から電気の使用場所における電気工作物の現場確認
④電気事業法の遵守状況……�電気工作物の工事、維持又は運用に従事する者は、主任技術者がその保安のた

めにする指示に従っているか

令和３年度の自家用電気工作物（需要設備関係）立入検査結果について
関東東北産業保安監督部東北支部　電力安全課

Ⅰ　立入検査の目的Ⅰ　立入検査の目的

法51 使用前自主検査　52 溶接事業者検査
　55 定期事業者検査 （施：電気事業法施行規則）

・500kW以上2000kW未満の太陽電池発電所の設置
・20kW以上500kW未満の風力発電所の設置　等
　（施行規則74、77（別表六、七）参照）

｢自主保安体制｣
技 術 基 準 適合・維持義務（法39条）

｢国の直接関与｣
技術基準適合命令（法40）

保安規程変更命令（法42）

免状返納の命令（法44）

法51-3 使用前安全管理審査
　55-5 定期安全管理審査

安全管理審査（法51、55）

工事計画の届出（法48）

地位承継届出（法55の2）

使用開始届出（法53）

報告の徴収（法106）

外部委託承認の取消（施53）

立入検査（法107）

保  安  規  程 作成・届出・遵守義務（法42条）

主 任 技 術 者 選任・解任届出義務（法43条）

法定自主検査 検査・記録保存義務（法51、52、55）

使用前自己確認 自己確認・記録保存義務（法51の2）



9

３．改善指示事項への対応
立入検査結果、不備事項が認められた場合は、法令等違反内容の事実関係を記した「確認書」を取り交わし、

改善（又は改善計画）の報告を求め、次により対応をすることとしており、改善が不十分又は、改善報告の
提出が無い場合は、厳重注意等の対象となる場合がありますので注意願います。

Ⅲ　立入検査の実施結果Ⅲ　立入検査の実施結果
令和３年度の立入検査は６事業場に対して実施をしました。
立入検査の実施事業場の選定にあたっては、波及事故、感電死傷事故を発生させ「電気事故報告」のあっ

た事業場に立入しております。
立入検査の結果、不備事項等が確認された事項については、次のとおりです。

保安規程の遵守状況
指　摘　事　項

なし

主任技術者の執務状況
指　摘　事　項

なし

技術基準への適合状況
指　摘　事　項 技術基準 解釈

接地抵抗が規定値を超えている 11条 17条

その他電気事業法への遵守状況
指　摘　事　項

なし

その指導事項
指　摘　事　項

・会社として実施した教育について、実施記録を残すこと。（電気主任技術者が実施した記録あり）
・改修工事の竣工検査記録において、復電後の設備の良否の状況確認が必要
・キュービクル内、分電盤等に塵等多く見受けられるため、定期的な清掃が必要

Ⅳ　立入検査結果の不備事例Ⅳ　立入検査結果の不備事例
自家用電気工作物の設置者及び電気主任技術者等は、電気事業法及び技術基準等関係法令を遵守し、電気

工作物の維持、管理を行うことが必要です。
立入検査において、少なからず不備事項を確認しているため、主任技術者などは、過去の不備事例等を参

照しつつ、今後の電気工作物の保安管理等に留意することが必要です。

第1ステップ 終了

終了
第2ステップ

報告内容不十分（法違反継続）、改善報告なし

厳重注意に従わない

第3ステップ

改善（又は改善計画）報告書の期限内報告

厳重注意（改善報告書依頼）

『改善命令』等の行政処分 被検査者名・処分内容等を公開

被検査者名等の情報公開

期限内報告
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１．保安規程遵守に係る指摘事例
自家用電気工作物の設置者は、保安規程を定め、自家用電気工作物の設置者及びその従業者は、この保安

規程を遵守することが必要です。（法42）このため、電気工作物の変更の工事を行った場合や、保安教育・訓
練実施時等に、保安規程に定める点検項目や保安管理組織に変更がないかなど、定期的にチェックすること
が必要です。（変更がある場合は、保安規程変更届出が必要）

保安規程に係る指摘事項（事例）
 保安組織

組織系統図の指揮命令系統及び連絡系統が実態と相違している
 保安教育

保安に従事する者に対して保安教育・訓練を適切に実施していない
保安に従事する者に対する保安教育の実施記録がない

 巡視点検
巡視点検に規定されていない設備がある
定めることとしている巡視点検の細則を定めていない
巡視、点検及び測定が規定のとおり実施されていない
点検、測定頻度が遵守されていない
点検結果、技術基準に適合していないにもかかわらず合格としている
点検結果、技術基準に適合していないにもかかわらず改修が行われていない
非常用予備発電装置の巡視・点検の記録が適切になされていない

 その他
巡視点検に規定されていない設備がある
設備台帳が整備（更新）されていない

２．主任技術者の執務状況に係る指導事例
主任技術者は、自家用電気工作物の保安の監督の職務を誠実に行うことが必要です。（法43）
このため、主任技術者は、点検記録等の確認はもとより、点検結果不備事項を確認した場合は、その更新・

改修計画等を検討し、設置者等に、保安に関して助言するなど、誠実に職務を行うことが必要です。設置者は、
助言に対し検討することが必要です。（法43）　

主任技術者に係る指摘事項（事例）
巡視点検測定の記録を確認していない
主任技術者兼任承認申請記載に添った内容で各事業場の点検が行われていない

３．技術基準の維持義務
自家用電気工作物の設置者は、技術基準に適合するよう維持しなければなりません。（法39）主任技術者等は、

受電設備、電線路、電気使用場所等の日々の点検はもとより、定期点検における電線路の絶縁抵抗測定値や、
分電盤等を含む電気の使用場所や電気室内の変化にも注意を払うことが必要です。

技術基準な係る指摘事項（事例） 技術基準 解釈
受電設備

接地抵抗が規定値を超えている 11条 17条
接地線の防護管が破損 11条 17条
受電用の真空遮断器が動作不良 14、15条 34、36条
立入禁止の表示がない 23条 38条
キュービクルの腐食、分電盤内にチリ、ホコリが多い － －
受電設備等、メーカー推奨取替期間を大幅に超えて使用している － －

電線路、電気使用場所 　 　
電線の接続方法が不適切 7条 12条
架空弱電流電線が低圧架空電線の上に施設 28条 81条
造営材の電線の貫通カ所が絶縁管に収められていない 56条 145条
移動電線にＶＶＦケーブルを使用 56条 171条
ケーブル工事が不適切（支持点間の距離） 56条 164条
低圧屋内配線にビニルコードを使用 57条 146、164条



11

４．電気事業法の遵守義務に係る指摘事例
自家用電気工作物の設置者は、技術基準に適合するよう維持することや、電気事業法等に基づく手続きを

行うなど法令遵守が必要です。
主任技術者又は外部委託した電気管理技術者等の設備点検等に立会って、その状況を確認しつつ、計画的

な設備更新により事故の未然防止が重要です。
なお、今年４月から、高濃度ＰＣＢ含有電気工作物の使用が禁止され、今年度末までに、処分することとなっ

ています。再確認と、高濃度ＰＣＢ器機の使用を確認した場合には、ただちに、処分計画立案し、県、中間貯蔵・
環境安全事業株式会社（ＪＥＳＣＯ）等への報告を行う事が必要です。

電気事業法等に係る指摘事項（事例） 関連法令

保安規程の変更の未提出 電気事業法第42条

主任技術者の選任又は解任届出書の未提出 電気事業法第43条

ばい煙発生施設に関する届出書(変更）の未提出 電気関係報告規則第４条

ＰＣＢ機器に関する届出書(変更）等の未提出 電気関係報告規則第４条の２

高濃度ＰＣＢ含有電気工作物管理状況届出の未提出 電気関係報告規則第４条の２

Ⅴ　電気事故が起きる前に Ⅴ　電気事故が起きる前に 
１．�設置者はPAS等、メーカー推奨の期間を大きく超えて使用している電気機器は計画的な更新を検討して

ください。
２．主任技術者は、高圧・低圧電路等の漏電等の警報発報時には原因の調査対策を行ってください。
３．保安従事者は日頃から、分電盤内を含む電気の使用場所や電気室内の変化に注意が必要です。
４．設置者等に対して、主任技術者は電気事故の危険性と安全確保の必要性の十分な説明が必要です。

※電気事故が起こす社会的影響

Ⅵ　総括（まとめ）Ⅵ　総括（まとめ）
　設置者及び主任技術者は、電気事故の未然防止の観点から、自主保安体制の確立に向けた日頃からの取り組
みが重要です。設置者と電気主任技術者及び、従事者は、電気事故が発生した場合に与える社会への影響を共
有し、電気保安の重要性を再認識するとともに、自ら定めた保安規程等を遵守し、保安教育をはじめ、電気設
備の機器操作及び計画的な更新等、維持・管理することが重要かつ必要です。
　「電気保安」は、主任技術者をはじめ、電気保安に携わっている者の日々の一つ一つの積み重ねで成り立っ
ています。
　特に、主任技術者は、その専門家であることを自負し、保安業務に取り組むことが必要です。
　今後とも、電気保安行政へのご理解とご協力をお願いします。

火 災・破 損 事 故

波　及　事　故

感　電　事　故

生 産 活 動 等 の 停 止
経 済 的 損 失

周 辺 の 需 要 家 を 停 電

死 亡 に 至 る ケ ー ス

電
気
事
故

社
会
的
に
重
大
な
影
響
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電気事故の概要について

１　電気事故の受付件数と出動件数１　電気事故の受付件数と出動件数

本稿でいう電気事故とは、お客さま電気設備に何らかのトラブルが発生した件数※1で、2012年度から2021
年度まで過去10年の受付件数と出動件数は、図１のとおりです。

また、「①全停電」（グラフの下部）の受付件数は、2021年度に637件ありました。雷や着雪などで事故が多
発した2012年を除くと、毎年約600～800件とほぼ横ばいで推移していることがわかります。

当協会では、お客さまの電気設備の事故やトラブルの発生に対して、24時間・365日緊急出動できる体制を
整えております。具体的には、お客さまから停電や電気機器が使えないなどの連絡を受けて出動します。また、
お客さまの受電設備に当協会が設置している低圧絶縁監視装置（以下、「監視装置」という。）からの漏えい
電流に関する警報を受信し、お客さまに電気設備の異常の有無を確認のうえ出動するなどの対応を行ってい
ます。

今回は、過去10年間の受付及び出動件数、そして出動の結果、電気機器の損壊等が発見された事象の概要
についてご紹介します。

※1　�お客さまからの電気が使用できないなどとの連絡、監視装置からの警報、東北電力ネットワーク㈱からの停電情報など。（月次点検や年次点検等
で発見されたトラブルは除く。）

※2　2012年度は、雷や着雪などによる事故が多発した年度であり全停電が1,000件超となっています。

図１　電気事故の受付件数と出動件数の推移
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⑤その他④東北電力ネットワーク（株）から連絡③監視警報②低圧停電漏電①全停電
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２　高圧事故防止の重要性２　高圧事故防止の重要性

高圧事故とは、高圧機器のトラブル等でお客さま
設備が全停電となった事故をいい、図２のとおり毎
年約1,000件前後発生しています。

お客さまからの緊急連絡で出動した結果、「全停
電」であったのは2021年度で637件あり（図１）、こ
れに監視装置からの停電警報や東北電力ネットワー
ク（株）からの停電情報など、実際に現地に出向いた
ら高圧事故であったというものを加えると947件と
なります。さらに、波及事故※3の５件を含めると
952件になります。これは、当協会のすべてのお客
さま軒数の1.73%となります。

お客さま設備の高圧事故が、どの程度の発生頻度
なのかをイメージしていただくため、図３に自動車
による交通事故と比較してみました。その結果は、
高圧事故の方が４倍以上も高い発生割合となってい
ます。

高圧事故が一旦発生するとその復旧作業は難し
く、高圧機器が破損などしていると復旧に数日を要
することもあります。

３　屋外高圧設備の事故の状況３　屋外高圧設備の事故の状況

受電設備の中で、高圧気中開閉器、引込線、高圧
ケーブル等の引込施設は、状況によって波及事故に
つながるおそれがあります。

引込施設は、引込柱などの屋外に設置されている
もので、季節、気候などの影響を直接受けることに
なります。

図４に引込施設の事故発生部位の割合を示してい
ます。この中では、“高圧気中開閉器”が20%、“地
絡継電器”が23%と全体の43％を占めていることが
分ります。高圧気中開閉器と地絡継電器は、高圧回
路の漏電事故発生時に自動で電気を止め、周囲のお
客さまへの波及事故を防止するものです。しかし、
これらの機器は長期間の使用により経年劣化で電子
部品が故障したり、落雷時には、異常電圧により地
絡継電器内部が焼損する（写真１）ことがあります。

図２　高圧事故の推移
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図４　引込施設の事故発生部位比較
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（出典：令和３年警察白書）

図３　高圧電気設備の事故と自動車事故の発生割合

年間事故数 母集団
高圧電気設備の事故

（2021年度） 952件 54,943軒
（当協会契約お客さま軒数）

全国の自動車による交通事故
（2021年） 305,196件 8,189万人

（運転免許保有者数）

※３　�波及事故とは、お客さまの高圧受電設備などで起きた事故が原因
で東北電力ネットワーク（株）の同じ配電線に接続されている他の
お客さまにも停電が広がる事故のこと。
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また、高圧気中開閉器本体の内部に雨水が浸入し
て、構内の停電事故に至る事例が少なくありません。
その原因としては、雨や雪、太陽光等の自然環境の
中で塗装が劣化することによる外箱の発錆や、シー
ル材の経年劣化から気密性が低下し、本体内部の発
錆による腐食などがあります（写真２）。

さらに、本体内部の発錆により保護装置の機能が
果たせない場合は、お客さま構内だけではなく、東
北電力ネットワーク（株）の配電線を停電させる波及
事故に繋がるおそれもあります。

４　高圧機器の適切な更新４　高圧機器の適切な更新

受電設備で使用する高圧機器は、使用開始から一定
年数を経過すると故障率が極端に高くなってきます。

図５に設備経年数と故障発生率の関係を表します。
この図では、

（Ⅰ）初期故障期間
（Ⅱ）偶発故障期間
（Ⅲ）摩耗故障期間、経年劣化期間
の時間軸において、（Ⅲ）の期間における適切な維
持補修投資が必要であるとされています。

当協会では、この（Ⅲ）の期間の前に予防保全の
対策を講ずることが適切として、一般社団法人日本
電機工業会が推奨する「汎用電気機器　更新のおす
すめ」や各メーカーの更新推奨時期を目安に更新を
推奨しています。

５　最後に５　最後に

高圧事故による全停電は、生産活動のすべてがス
トップしてしまうため、社会的な信頼の失墜、納期
遅れに伴う補償など、大きな影響が想定されます。

突発的な停電事故を未然に防止するため、高圧機
器は計画的に更新していただくようお願いします。

図５　設備経年数と故障発生率の関係（通称：バスタブ曲線）

故
障
率

（Ⅱ）（Ⅰ）

通常のメンテナンス

時間

適切な維持補修投資が必要

（Ⅲ）

（Ⅰ）初期故障期間：施設・設備の不具合要因（設計ミス等）による故障が使用
の初期に顕在化する時期。

（Ⅱ）偶発故障期間：初期故障がおさまった後、故障率がほぼ一定となる期間。
（Ⅲ）摩耗故障期間、経年劣化期間：偶発故障期間に続き、故障率が漸次高くな

る期間、設備の摩耗、疲労などにより寿命が尽きることによる。設備寿命
を延ばすためには、この段階を迎える前に適切な維持補修が必要となる。

出典：Reliability Modeling and General Redundancy Techniques, 1978, Bill D. Carroll

（出典：経済産業省「産業事故調査結果の中間とりまとめ」H15.12.16）

写真２　経年劣化で内部が発錆した高圧気中開閉器

写真１　落雷で焼損した地絡継電器の内部
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冬場に備えた巡視点検のポイント

暴風雪を伴う、寒さ厳しい東北の冬が迫って来ています。冬は電気設備を正常に維持するうえでも、厳し
い季節です。冬場の災害に備え電気設備を確認しましょう。

1  屋外設備（電柱）の周囲を確認しましょう！

　電線は、垂れ下がっていたり、樹木が接近していると、
積雪や強風により断線して停電や漏電、また、感電のおそ
れがあります。暴風雪による被害を抑えるよう屋外設備の
確認をしましょう。

Point �①電線は、垂れ下がっていませんか。
電線を碍子に固定するバインド線が緩むと電線が
垂れ下がります。

②電線に樹木が接触していませんか。
③支線（電柱を支えるワイヤー）は弛んでいませんか。

2  非常用予備発電装置を確認しましょう！

災害等で停電した際、重要な設備に電気を供給する装置
です。停電した際に、確実に動作するよう日頃から確認を
しましょう。

Point �①オイルの量は適切ですか。
②燃料は十分にありますか。
③冷却水は十分にありますか。
④保温ヒーターのブレーカーは入っていますか。
⑤バッテリー液は適量ですか。
⑥起動スイッチは自動になっていますか。

3  凍結防止用の保温ヒーターを確認しましょう！

消火栓ポンプ等、常時運転していないポンプやその配管
は、冬季に凍結するおそれがあります。冬が来る前に、凍
結防止の確認をしましょう。

Point �①保温ヒーターのブレーカーは入っていますか。
②ヒーターは動作していますか。

保温ヒーター用ブレーカー

保温ヒーター用ブレーカー

バインド線

支線
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●村上木彫堆朱とは

新潟県村上市で作られる「村上木彫堆朱」は、江戸時代に武士の手によって始められ、藩主の奨励もあって、
やがて町民にも広まり盛んになりました。

堆朱の「堆」は、重ねるという意味があり、村上木彫堆朱は朴
ほお

・栃
とち

・桂
かつら

などの木地に繊細な彫刻を施し、
そこに天然の漆のみを使って何回も塗り重ねて仕上げる独特の技法の漆器です。

繊細な彫りに漆が流れこんで埋まらないように、堅めの漆を用いることと、上塗り後に艶消しという工程
を行うことが村上木彫堆朱の特長です。そのため、使い込むほどに艶が増して、大変丈夫な漆器となってお
ります。

●歴史

新潟県村上市は、平安時代から天然の漆の産地で広く知られています。
漆技は1400年頃に京都から来た漆工が始めたと伝えられています。後に相次ぐ藩主の交代で居城の修復、

社殿、家屋の転移、改廃が技の向上に寄与したものでありました。
享保年間（1716年〜1735年）享保６年、内藤紀伊守弌信が村上藩主となり益々これを奨励し、彫漆工芸が

盛んになり内藤紀伊守信敦が京都所司代となり修学院修築の任に当たりました。これが藩士の工芸・美術に
関心と認識を深めることとなりました。

江戸詰の村上藩士、頓宮次郎兵衛は名工より彫刻の技を習得し、次いで沢村吉四郎も学び堆朱彫は藩内に
広められ、漆塗の技と共に次第に進歩し、名工有磯周斎を輩出し、更に孫の周亭は上京して滝和亭の門に入
り画を学び図案の発展に貢献しました。

●ブックカバー「ＫＯＩＴＴＥＮ」

新潟県を代表するデザインの大学、長岡造形大学では地域協創センターを併設することで、新潟県内外の
企業からプロジェクト受託を行っています。地元伝統産業をテーマに学生の研究会を立ち上げるなどの実績
もあり、村上堆朱事業協同組合も様々な形で連携が可能と考え、平成27年度から村上木彫堆朱のデザイン検
討を授業として行ってもらいました。

長岡造形大学の授業「地域協創演習」にて、村上木彫堆朱の商品検討を題材として、「日常的に使えるもの、
小型のインテリア」をテーマに取り組み、村上市を訪れて彫り・塗り作業の視察・体験、長岡造形大学へ村
上堆朱事業協同組合員を派遣しての出前授業、学生がプレゼンを行い組合員がアドバイスする中間発表、最
終発表を行いました。

最終発表された中から組合員が数種類を選んで試作品を製作し、３月の「堆朱まつり」でその試作品を発
表したところ、大変好評を得たことから、平成28年度はその試作品の中から改良を加え、ブックカバーの 

「ＫＯＩＴＴＥＮ」を商品化し、堆朱塗り、堆黒塗り、朱溜塗りの３種類の発売となったのです。

「村上木彫堆朱」
��������������������������������������������������������������������������������

木彫り工程 上塗り工程 飾鉢 牡丹唐草柄の茶筒と棗

堆朱塗り（椿） 堆黒塗り（牡丹） 朱溜塗り（鮭）
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��������������������������������������������������������������������������������

●産地組合名　村上堆朱事業協同組合
	 〒958-0032　新潟県村上市松原町三丁目１番17号　　☎0254-53-1745
	 ＵＲＬ：https://tsuishukumiai.jp

●取材を終えて
村上木彫堆朱は、全て天然木、そして下地から全て天然漆を塗り重ねて

仕上げていますので、大変丈夫な漆器になっています。また、動力を使用
しない環境にやさしい製造工程ですが、細かい彫りが特徴の堆朱ですので、
木彫り工程では電気で手元を明るく照らして作業をされていました。

調度品から箸などの食卓品まで様々な商品が揃っています。伝統的工芸
品として指定されていますが、普段使いの品としてぜひ使っていきたいと
思いました。

この伝統マークは、
経済産業大臣指定伝
統的工芸品のシンボ
ルマークです。

伝統マーク
R4-232

堆朱（ついしゅ）
木彫りの上に数回漆を施して、朱にて
塗り上げ、塗りの最後につや消しで仕
上げた代表的な技法です。使い込むこ
とで、経年と共に自然な艶と明るみが
増してきます。

色漆塗（いろうるしぬり）
上塗りに数色の色漆を用いて鮮やかに
塗り上げる技法です。これにより色彩
豊かな表現が可能となりました。

堆黒（ついこく）
木彫りの上に数回漆を施して、中塗り
から黒漆を用い上塗りで黒呂色漆にて
塗り上げた技法です。

金磨塗（きんまぬり）
彩漆の技法に更に金箔を貼り、その上
に色漆を塗り重ね丁寧に研磨し、表面
に薄らと箔を研ぎ出す技法です。箔の
輝きはより作品を優雅なものへと誘い
ます。

朱溜塗（しゅだめぬり）
堆朱の工程の艶消し後、更に溜漆を２､
３回塗り重ねて丁寧に研磨して仕上げ
る技法。時とともに表面の黒が透け綺
麗なアメ色へと変化していきます。

三彩彫（さんさいぼり）
彫漆またはむき彫りとも呼ばれ、彫り
のない木地に朱・黄・緑の順に３色の
漆を塗り重ね、最後に黒を塗り上げて
から表面を掘り上げる技法。彫り加減
ひとつで生まれる色漆の層は堆朱の技
術の中でも、もっとも繊細な作品へと
生かされております。

「伝統的工芸品」とは
・主として日常生活の用に供されるもの
・その製造過程の主要部分が手工業的
・伝統的な技術又は技法により製造されるもの
・�伝統的に使用されてきた原材料が主たる原材料として用いられ、製造

されるもの
・�一定の地域において少なくない数の者がその製造を行い、又はその製

造に従事しているもの
上記５つの項目を全て満たし、伝統的工芸品産業の振興に関する法律（昭
和49年法律第57号）に基づく経済産業大臣の指定を受けた工芸品のこと
をいいます。

●村上木彫堆朱の種類
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株式会社アマタケさまは、本社を岩手県大船渡市に置
き「ひと手間カンパニー。」のスローガンを掲げ、こだ
わり抜いた素材を生かし、更にひと手間加えた加工品の
開発をすすめています。

今ではすっかり人気商品になったサラダチキン。初め
てつくったのがアマタケさまでした。時代とともにヘル
シーな商品が求められるようになり、むね肉を使ったサ
ラダチキンは「低カロリー高たんぱく質」な商品である
ことが注目され、健康な食材としてお客さまから大変好
評をいただいているそうです。

また、東日本大震災で甚大な被害を受け、工場が復興
し稼働した2011年７月１日、その後2016年７月１日には
宮城県にサラダチキン専用工場が竣工したことから、７
月１日を「アマタケサラダチキンの日」に制定しました。

（「一般社団法人日本記念日協会」登録）
創業から半世紀以上、これからも「アマタケのサラダ

チキン」は進化し続けるとのことです。
岩手県内では14軒の自家用電気工作物保安管理業務の

委託契約をいただいており、今回は一関市大東地区にあ
る生産者さまを対象に電気安全セミナーを開催いたしま
した。

セミナーの内容
今回のセミナーでは、各事業場の連絡責任者、電気担

当者さま14名を対象に、電気火災の危険性を主体に防止
策などの説明を実施しました。
●�電気事故防止のポイントや感電防止など、低圧電気に

関する基礎知識についてご説明。
●�「電気機器更新のおすすめ」、「自家用電気工作物から

の波及事故を防止しよう」及び「漏電ブレーカーが動
作したら」を、それぞれリーフレットを使用してのご
説明。

セミナー受講後のご感想
●�電気火災事例から、注意事項や確認箇所等のポイント

を説明いただき、とても参考になった。
●�漏電ブレーカーのテスト確認の必要性と重要性が理解

できた。

などのご感想をいただきました。

株式会社アマタケさま

株式会社アマタケさま岩手本社

サラダチキン集合写真

セミナー風景

奥州事業所

実際の記念日登録証
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トラッキング現象とその防止について

タンスや冷蔵庫などの裏にある、コンセントに長期間差込んだままのプラグにチリやホコリが溜まってい
ることがあります。このチリやホコリが湿気を吸い、差込みプラグの刃の間で微弱な電流が流れて、長い間
に炭化し過熱して発火することがあります。これを“トラッキング現象”といいます。

トラッキング現象のメカニズム

定期的にタンスや冷蔵庫などの裏にある差込みプラグを抜いて掃除しましょう

長期間コンセントにプラグを差込んだままにしていると、トラッキング現象により最悪の場合発火するこ
とがあります。今回は、トラッキング現象とその防止についてご紹介いたします。

①�コンセントに差込んだ
プラグにチリやホコリ
がたまる。

②�チリやホコリが湿気を
吸う。

③�プラグの刃の間に微小
な放電が発生する。

④�最悪のケースでは差込
みプラグから発火に至
る。

●�コンセントから差込みプラグを抜いて、乾いた雑巾で拭き取りましょう。
●�コンセントや差込みプラグが変色していたらトラッキング現象が進ん

で火災のおそれがある状況です。電気工事店に相談して、新しいコン
セントとプラグに交換しましょう。

●�トラッキング防止用のカバーが販売されています。このカバーは、ト
ラッキングの元になるチリやホコリを入りにくくします。タンスや冷
蔵庫等の裏側にあるコンセントを使用するときは、「トラッキング防
止カバー」の取り付けをお勧めします。

トラッキング現象の防止について

トラッキング防止カバー

微小な放電が繰り返し発生する 
ことで表面に炭化経路、すなわち

トラックが形成されます。

差込みプラグにチリやホコ
リがたまっている。

チリやホコリが空気中の湿
気を吸収する。

微小な放電が繰り返し発生
する。 発火する。



20

広報業務のご紹介

当協会の主な広報業務
電気安全懇談会、電気安全セミナーなどの開催

電気の安全使用及び省エネルギーなどの専門

的な実務に関するテーマで開催する電気安全懇

談会や、お客さまの事業所に出向いてお客さま

のご希望に沿ったテーマによる電気安全セミ

ナーなどを開催しています。

電気安全移動相談所の開設

地域や自治体のイベント等に参加して、電気

の安全使用、省エネルギーなどの啓発、周知及

びご相談を受け付ける電気安全移動相談所を開

設しています。

テレビ、ラジオ及び広報誌などを通じた広報活動

テレビ・ラジオによるコマーシャルの放送、

広報誌「電気と保安」及びパンフレットなどを

発行し、電気の安全使用及び省エネルギーにつ

いて、周知活動を行っています。

電気安全や省エネルギーに関する啓発活動

一定の期間に集中して実施する広報業務とし

て、経済産業省主唱に呼応した８月の電気使用

安全月間や２月の省エネルギー月間のＰＲ活動

を行っています。

日常業務の機会を活用した広報活動

日常業務を通じて、電気安全又は省エネに関

するコンサルティング活動を行っています。

また、電話、協会事務所への訪問及びホーム

ページに寄せられる電気安全に係るご相談にお

応えしています。

その他の広報活動

公共施設及び重要文化財などの電気安全特別

診断、地域で実施する行事・活動への参加、次

代を担う子どもを対象とした出前授業、その他

清掃活動などの社会貢献活動を行っています。

東北電気保安協会は、電気の安全使用に関する啓発、周知及び相談を行う広報業務を行っています。

電気安全懇談会

広報誌「電気と保安」

電気安全特別診断

電気安全セミナー

電気安全使用啓発パンフレット

「電気使用安全月間」街頭広報活動

清掃活動

電気安全移動相談所

テレビＣＭ
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『みんなの力で　未来を拓く　人と地域が輝くまち　よこて』　横手市
（秋田県）

横手事業所

◎秋田県横手市
■交 通 手 段／［自動車利用］（横手市増田まんが美術館）秋田自動車道十文字I.C下車10分
　　　　　　　　　　　　　　（秋田ふるさと村）　　　　秋田自動車道横手I.C下車１分
■問い合わせ先／横手市商工観光部観光おもてなし課　☎0182-32-2118　　URL：https://www.city.yokote.lg.jp/

※当協会では、横手市の施設100箇所の電気設備を点検させていただいております。

水神様をまつる小正月行事「横手のかまくら」
かまくらは、毎年２月15・16日に行われる小正月

の伝統行事で、みちのくの冬の風物詩として全国的
に知られています。市内に作られた約80基のかまく
らの中で、子供たちが甘酒やおもちを観光客にふる
まい、おもてなしをするほか、かまくら撮影会など
のイベントも開催されます。また、町内会や企業が
制作した雪像や、学校の校庭や河川敷に作られたミ
ニかまくらなど、見どころ満載です。ぜひ一度、雪
国のメルヘン「かまくら」においでください。

（※2021年、2022年はコロナ禍のため、かまくらの
中でのおもてなしは中止しました。）

マンガ原画の宝庫「横手市増田まんが美術館」
釣りキチ三平の作者、矢口高雄氏の故郷である横

手市増田町には、1995年に開館したマンガ原画を
テーマとした美術館があります。2019年には約２年
の改修期間を経て、本格的美術館としてリニューア
ルオープンし、マンガ原画の収蔵・展示・アーカイ
ブにも力を入れ、日本が誇るマンガ文化の魅力を世
界へ向けて発信する拠点として人気を博していま
す。現在の収蔵原画枚数は約45万枚。本物の迫力と
美しさ、そこに込められた漫画家の熱量を伝えるこ
とによって、豊かな感性を育み、マンガの素晴らし
さを再発見していきます。マンガという文化を築き
上げてきた幾多の作家たちの思いを、原画の息遣い
から感じていただきたいです。

幅広い年代に人気の横手の食文化
戦後に生まれた「横手やきそば」は、横手を代表

するご当地グルメです。横手で作られた、もっちり
とした太めのストレート麺（ゆで麺）を甘めのソー
スで焼き上げ、目玉焼きと福神漬けが乗っているの
が特徴で、子供からお年寄りまで食べられるマイル
ドな味わいの焼きそばです。また、大根を燻製にし
て漬物にした「いぶりがっこ」も有名で、香ばしく
て癖になる風味が人気です。その他に地元の杜氏が
造る美味しい地酒も豊富にあります。横手ＩＣを降
りて直ぐの大型イベント施設「秋田ふるさと村」に
は、沢山の地元食材が揃っておりますので、近くに
お越しの際は是非お立ち寄りください。

横手市は、平成17年10月１日に８市町村が合併し、新制・横手市として発足しました。秋田県の内陸南部に
位置し、東西45.4km、南北35.2kmで、692.8km2に及ぶ広大な面積を有しており、秋田県第２の人口を有する都
市です。肥沃な大地に恵まれた横手では農業が盛んであり、県内有数の米どころでもあります。また、リンゴ
やブドウなどの果物や、シイタケ、枝豆、スイカなどの野菜も数多く産出されています。横手城の麓では城下
町として栄えた歴史の風情が感じられるほか、重要伝統的建造物群保存地区に選定されている「増田の蔵」に
おいては、明治の生活を体感できるスポットになっています。

（写真提供：横手市総務企画部秘書広報課）

常設展示室

横手城 かまくら

横手やきそば

横手南小学校ミニかまくら

いぶりがっこ
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Q ○の中に言葉を入れてください。

〒982-0007  仙台市太白区あすと長町三丁目2番36号 一般財団法人東北電気保安協会　広報グループ 宛

FAX 022-748-1275

研修★前号vol.291の
　正解は、 でした。

★前々号vol.290の応募者総数は124名、
　正解者は123名でした。
　たくさんのご応募ありがとうございました。

　郵便はがき又はFAXにて、答え、郵便番号、住所、氏名、さしつかえなければお勤め先をご記入のうえ、
下記宛にお送りください。正解者のなかから、抽選で20名さまにクオカードを贈呈いたします。なお、
当選の発表はクオカードの発送をもって代えさせていただきます。
※ご応募いただきましたお客さまの個人情報は、当選賞品の発送やご意見・ご質問への回答にのみ使用いたします。

●締切り日　2023年３月31日消印有効
　皆さまのご応募をお待ちしております。（本誌又は協会に対するご意見、ご感想などもお寄せください）　

ヒント：当協会のホームページ「法人のお客さま」「試験業務」をご覧ください。

〇〇・診断項目のご案内

東北電気保安協会の情報は
携帯サイトでもご覧いただけ
ます。

電気の安全・省エネ ワンポイント


